






レージが高く、標準化手法も特に問題がないことから、最も
信頼性が高いと判断され、この CPUE を用いた設定をリファ
レンスケース（資源評価の設定の中で科学的にベストであり、
資源状態の判定で使われる設定）とすることが決まった。SS
の結果は、資源量は 1980 年代から 1990 年代前半にかけて減
少傾向を示したが、その後緩やかな増加傾向を示し 2015 年
には 295,774 トンに達した（図 6）。最大持続生産量（MSY）の
管理基準値に対する現在の資源量（B）の相対値は B2015 / BMSY

= 1.69、漁獲死亡係数（F）の相対値は F2011 / FMSY = 0.38 である
とされた（図 7）。様々なモデル診断を行った結果、大きな問
題はなかった。また、寿命や再生産サイクル等について異な
るパラメータ値を用いた場合や日本以外の CPUE を用いた場
合の感度解析が行われた。その結果、異なるパラメータの設
定やモデル構造の違いは資源評価結果に大きな影響を及ぼさ
なかった。BSP の資源及び漁獲状態に関する結果は、SS の結

果と類似していた（図 7）。資源評価の結論として、MSY を管
理基準値とすると、現在（2012-2015 年）の資源量は乱獲状態
になく、過剰漁獲の状態でもないことが示された（図 7）。こ
の結果は、同年 7 月の ISC 本会合で承認されたのち、8 月の中
西部太平洋まぐろ類委員会（WCPFC）科学委員会でも受け入
れられた（WCPFC 2017）。併せて、WCPFC 科学委員会は、以
下の ISC による保全情報について言及したが、特に管理勧告
は出ていない。

①太平洋においてまぐろ及びまぐろ類似種をターゲットに
した国際的な漁業により漁獲（混獲）される外洋性さめ類の
管理に対する責任を有する機関である WCPFC 及び全米熱帯
まぐろ類委員会（IATTC）では、外洋性さめ類に対する目標及
び限界管理基準値が決まっていない。

② 2015 年の資源量は MSY 水準を上回っており、2012-2014
年の漁獲死亡係数は MSY 水準を下回っている。将来予測の結
果は、異なる漁獲死亡係数のシナリオ（現状、± 20％、MSY 水
準）において将来の資源量の中央値が MSY 水準を下回りそう
にないことを示した。MSY 以外の管理基準値については、こ
の資源評価では考慮されなかった。

北太平洋の公庁船データ（ヨシキリザメの親魚が多く生息
する亜熱帯域での操業が多いデータ）に空間統計モデルを適
用したヨシキリザメの資源量指数の推定結果によると、ヨシ
キリザメの資源量は 2008 年以降増加傾向を示しており、資
源評価で示された親魚資源量の近年の増加をサポートする結
果となった（Kai 2019）。

南太平洋系群については、2016 年に太平洋共同体事務局
（SPC）の専門家グループによりオブザーバーデータとはえ縄

の漁業データを用いて、Multifun-CL（統合モデル）により資
源評価が行われ WCPFC 科学委員会において報告された（Tak
euchi et al . 2016）。しかし、資源状態を示すのにデータが不十
分かつ生物学的なパラメータの不確実性等多くの課題が残っ
ているため、資源評価結果から資源状態や管理勧告を示すこ
とができなかった。本資源については、資源解析精度向上の
ために、1993 年以前の漁獲情報の整備、1994 年以降のデータ

図 6. 統合モデル（Stock Synthesis）で推定された北太平洋における
ヨシキリザメの産卵親魚量（ISC 2017）
青の影は 95％の信頼区間、赤線は MSY 水準を表す。

図 5. 北太平洋系群の資源評価で用いられたヨシキリザメのはえ縄
船標準化 CPUE（1976 ～ 2015 年）
縦軸は、CPUE を平均値で割ることで 1 にスケール化した CPUE。
JPE 及び JPL は日本の近海遠洋まぐろはえ縄船により浅縄操業（1
鉢当たりのはり数が 3 ～ 5 本）で漁獲されたヨシキリザメの標準化
CPUE（1976 ～ 1993 年；Hiraoka et al . 2013 及 び 1994 ～ 2015 年；
Kai 2016）を表す。MEX はメキシコのはえ縄船により漁獲されたヨ
シキリザメの標準化 CPUE（2006 ～ 2015 年；Fernández-Méndez et 
al . 2016）、SPC は中西部太平洋で操業したはえ縄船のオブザーバー
データを用いて標準化したヨシキリザメの CPUE（1993 ～ 2009 年；
Rice and Harley 2014）、TWN は台湾のはえ縄船により漁獲された
ヨシキリザメの標準化 CPUE（2004 ～ 2015 年；Tsai and Liu 2016）、
HWI はハワイのはえ縄船により深縄操業（1 鉢当たりのはり数が 15
本以上）で漁獲されたヨシキリザメの標準化 CPUE（2000 ～ 2015
年；Carvalho 2016）。

図 4. 北太平洋系群の資源評価で用いられたヨシキリザメの国別漁
獲量（1971 ～ 2015 年）
EPO は東部太平洋で漁獲されたその他の国の漁獲量、WCPO は中
西部太平洋で漁獲されたその他の国の漁獲量。
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についてもオブザーバーデータやログブックデータの質と量
の向上、成長・成熟・再生産・分布・回遊等の生物学的データ
の収集・解析を行っていく必要がある。

管理方策

全てのまぐろ類地域漁業管理機関において、漁獲されたさ
め類の完全利用（頭部、内臓及び皮を除く全ての部位を最初
の水揚げ又は転載まで船上で保持すること）及び漁獲データ
提出が義務付けられており、2019 年の WCPFC では、2020 年
11 月以降、（ア）水揚げまでヒレを胴体から切り離さない、又
は、（イ）船上では切り離したヒレと胴体を同じ袋に保管する
等の代替措置を講じる、ことが合意された。加えて、WCPFC
では、2014 年の年次会合において、①まぐろ・かじき類を対
象とするはえ縄漁業は、ワイヤーリーダー（ワイヤー製の枝
縄及びはりす）又はシャークライン（浮き玉又は浮縄に接続
された枝縄）のいずれかを使用しないこと、②さめ類を対象
とするはえ縄漁業は、漁獲を適切な水準に制限するための措
置等を含む管理計画を策定することが合意された（WCPFC 
2014）。②に対応して、ヨシキリザメを漁獲対象としている気
仙沼の近海はえ縄漁業において、年間のヨシキリザメの水揚
量の上限を 7,000 トンにすること等を定めた管理計画が 2016
年 1 月 1 日より 5 年間実施されている。

IATTC でも、2016 年の年次会合で、シャークラインの使用
禁止を内容とする決議が採択され、2018 年 1 月 1 日から義務
付けられている（IATTC 2016）。
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ヨシキリザメ（太平洋）の資源の現況（要約表）

海 域 北太平洋
（北緯 20 度以北）

南太平洋
（北緯 20 度以南）

資 源 水 準 中位～高位 *1 調査中

資 源 動 向 *2 横ばい 調査中

世 界 の 漁 獲 量
（ 最 近 5 年 間 ）

29,219 ～ 37,707 トン（推定量）
最近（2018）年：29,219 トン
平均：33,375 トン（2014 ～ 2018 年）

調査中

我 が 国 の 漁 獲 量
（ 最 近 5 年 間 ）

6,547 ～ 8,083 トン（水揚量）
最近（2018）年：7,659 トン
平均：7,390 トン（2014 ～ 2018 年）*3

412 ～ 591 トン
最近（2018）年：412 トン
平均：461 トン（2014 ～ 2018 年）

管 理 目 標 検討中 検討中

資 源 評 価 の 方 法 SS、BSP Multifun-CL

資 源 の 状 態 B2015 / BMSY：1.65（BSP）、1.69（SS） 議論中

管 理 措 置 漁獲物の完全利用等 漁獲物の完全利用等

管理機関・関係機関 IATTC、WCPFC、ISC WCPFC、SPC

最 新 の 資 源 評 価 年 2017 年 2016 年

次 回 の 資 源 評 価 年 2020 年 未定 *4

*1　管理基準値である MSY 水準の資源量と比較した場合に、現在の資源量が多いあるいは MSY 水準の周辺にある
ため。
*2　推定された資源量の変動あるいはそれを表す指標である CPUE の増減を基に判断。
*3　これらの数値は遠洋はえ縄船の漁獲量がほとんど含まれていない。
*4　資源評価のためのデータ準備が予定されているが、資源評価を行うかどうかは未定である。
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